
「格差」について

(20230211)
富裕層への富の集

中、所得格差の広

がり

知的格差 国と国の経済格差→先進国

の民の生活は後進国の民の

貧困の上に築かれている

教育格差→進学環

境格差

格差の固定化→ジ

ニ係数
塾→金によって教

育の格差さらに広

がる

見た目→違い、区

別→人種

本人の努力ではど

うにもならない

ジニ係数→日本0.34、

アメリカ0.39、ドイ

ツ0.29

OBの線にのれば完全に平等、

実際はピンクのずれ→格差。

ジニ係数＝ピンクX÷△OAB。

値が大きい方が格差が大きい。

デジタル格差→教

育と関連

進学→生まれ持った

環境の格差と関連が

強い

気候変動と格差

お金の価値観が基

準になっている

格差を、子ども自身

はそう思っていない

大人がそう思って

いる

子供は子供で敏感

に感じとっている

昔の貧富と現代の

格差は違う気がす

る

貧富→差があって

も心に余裕という

か希望があった

一億総中流の時代、高

度成長とバブル経済

バブル崩壊→低成

長、グローバル化

の進展

格差が拡大した

格差はデータに基

づく客観的なもの

個人の努力では如何

ともしがたい負の連

鎖、スパイラル

地域と都市の格差

都市への人口集中

奨学金を借りる→

卒業と同時に借金

を背負う

派遣労働に入って

しまう
少子化

ジニ係とは

時間による格差 時間を金で買う

雇用条件の違い

医療格差→命がお

金で買えてしまう

生活保護の人、心を

病んでいる人、障害

のある人

他者がどうイメー

ジするかによる

運動、スポーツ→

ものすごく費用が

かかる

フォローするシス

テムが貧困

情報格差、SNS

情報過多、何が真

実かわからない、

振り回される

情報過少だと信じ

込みやすくなる

より儲けるために

格差が作られる

囲い込み、掠奪、

資源の奪い合い

男女の格差、ジェ

ンダー不平等

大学などの授業料

がかつてと比べ格

段に高くなった



お金があってもなくて

も心の持ち方が大切

何でもお金という

ことは問題

自己肯定感

格差の中での豊か

さとは

資本主義という格差

社会で生きざるを得

ない

いろんな人が集

まって対話できる それぞれの価値観に

応じた普通の生活を

維持できること
人それぞれが違っ

ていていい

格差があることを受け

入れる、受容する？

その環境の中でい

かに豊かに生きれ

るか

「置かれた場所で

咲きなさい」とい

う言葉がある

金が縦軸にあり、心

とか人間関係が横軸

にある

このバランスを

とっていくことが

大事

経済力と心がバラ

ンスをとれる社会
政治家の役割重要

だが一人一人の意

識も重要
大地の恵みのあり

がたさ、全てがい

かに自分の命を繋

いでいくか

胸キュン、自然な心

の豊かさを感ずるこ

と→感性が大事 昇っていくことが

善、下っていくこ

とが悪、ではない

人間は定住が始まっ

てから格差が出てき

た

人間のサル化

死ぬ心配、食べる

心配、いじめのな

い、安心して暮ら

せる

縦の線（金）だけで、

みんなで話し合える

場がなくなっている

社会的な富がどこかへ

行ってしまっている

弱い人もいる、努

力もできない人も

いる

格差は心の問題、

心の持ちよう

格差→社会的なひ

ずみ、歪み

あらゆるものに値

をつけて商品にす

る→便利

あらゆるものを金

（貨幣）で割り切る

価値観

人間は自然に働きかけ、

その恵みを受け、お互い

が睦み合い生きるもの

金には代えられな

い人間の心、感性

がある

現実はもっと複雑

際限ない競争や奪い合

いではない、富の豊か

さを取り戻す必要にせ

まられている


